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る

資

本

は

，

S

々

に

，於

：

K

は
、痛
業
及
：び
土
：地
さ
相
對
立
し
て
生
產 

物
の
分
配
に
氛
か
る
べ
き
一
頌
目

V」

せ

&

れ
て
居
る
。

'
AI
4

に
、彼
れ
の

 

'說
に
於
て
は
、生

.產v

物 

ノ
の
分
配
額
は
、生
靡
基
本
が
.生
產
に
對
し
て
生
產
的
動
勞
を
提
供
す
る
が
故
に
其
の
所
有
者
に 

對
し
て
與
へ
ら
れ
る
も
の
で
あ
：る

ゴ

せ
.
.ら
れ
る
。

;
膝
な

^
、資
本
は

}
個
®
立
の
生
產
基
本
ど 

し
て
土
地
及
び
產
業
に
對
立
せ
し
め
ら
れ
セ
居
！

然
ら
ば
、資
本
が
土
地
及
び
淹
業

k

相
並 

ん
：で
所
得
の
分
配
に
與
か
る
も
の
ど
せ
ら
れ
る
の
は
當
然
の
推
論
で
あ
る
。
而
も
此
の
#
は 

今
玲
に
於

T

こ
そ
平
凡
な
る
通
說

V」

な
つ
て
居
る
が
、當
時
の
學
界
に
於
て
は
必
：す
し
も
興
論 

な
き
を
得
な
か
つ
た
所
で
あ

o

T
、m

極
的
に
は
寶
本
の
生
產
ヵ
を
否
認

.す
る
の
論
を
駿
し
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&

的
に
は
資
本
所
得
を
企
業
者
.の
產
業
所
得
か
ら
分
離
せ
し
む
る
の
根
據
を
示
す
の
必
要
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あ
つ
た
、
そ
こ
で
彼
れ
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己
の
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固
め
る
爲
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に
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の
努
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し
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。
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應
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濟
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論
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本
所
得
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立
の
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得
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目
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地
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め
む
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方
で
は
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淹
物
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格
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勞

(1
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價
格
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す
る
の
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て
資
本
の
價
格
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せ

す
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す
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資
本
所
得
否
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し
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居
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本
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も
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は
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を
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働
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云
ふ
も
•資
本
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働
の
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成
染
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あ
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て
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土
地

■
ど
資
本

k
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成
果
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あ
る
。
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資
本
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勞
働
の
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成
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ぅ
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す
.る
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猶
ほ
、資
本
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す
る
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り
生
す
る
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物
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す
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あ
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す
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近
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總
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■
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摩
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、

*

本
價
姐
は
生

®

開
始
以
前

’に：陳
に

»

食
に
作

ff
i

し
た

.の

.で
あ
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、
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；
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狃
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だ
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方
に
於
で
賢
本
は
生
產
物
の
分
配
に
與
加
る
の

.
•資
格
、あ

“

の
な
る
ご

ゴ

を
論
ず 

る

S
a
y

は
、：§

方
に
於
て
ば
資
本
所
得
を
企
業
者
の
產
：業
所
得
か

&

#
離
せ
し
め
る
こ
さ
に
ょ 

oi
て

、
，獨

立'
:の
.
一
所
得

.
'項
目
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し
て
の
地
你
を
得
：し

め

む

も
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:
.て
，.居
な

。
.
'思
ふ
に
、當
時
に
至
る 

.
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to
英

1

學
考
の
所
晦
に
於
て
は
、資
本
そ
；ゆ
も
.の
に
對
す
る
分
配
額
は
企
齡
潘
の
產
業
に 

對
や
る
分
配

‘額
★
合
併
し
だ
も
の
ど
し
て
論

#.
ら
れ
て
居

-o
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で
，雨
奢
の
問
に
區
別
が
施
さ
れ 

て
居
な
い
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否
、英
國
學
者
に
於
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は
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潤
は
資
へ
本
に
暴

^

ぐ
も
の
に
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て
企
業
者
.の避
攀
に 

甚
づ
か
ず
、
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さ
へ
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#

せ
ら
れ
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つ
ぬ
リ
併
し
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ド
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、產

'業
も
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等
じ
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的
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る
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所
得

W

企
業
者
所
得
せ
を
實
際
に
於
て
區
別
し
難
き
場
合
あ
，る
こ

S

は 

認

•め
て
居
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又
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■
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つ
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な
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彼
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け
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.|?
求
，す
：名

ざ

S

も
^

*

'寄

が

：
單

な

」

る

借
.入

利

：
子

，
以 

上

の

支

：拂

を

拒

.絕

す

、る
：こ

ビ
本
、共
に
過
：大
な
要
求
で
、あ

V

る
、公

2

年
を
梅
！む

f

が
‘爲
、め
に
は
•產
業
の 

利
ft:

ど
資
本
：の
利
：澗

W

0
率
を
定
め
る
こ
迖
を
以

^

足
れ
り

S

す

-る
0

で
あ
る
、

V、

」

述
べ
て
居 

る
”

而
し
て
、自
說
に
對
す
：

^
.襄
嘗

(

ど
，し
セ
、英
國
の

：：T
h
o
®
s
.
.
-
T
o
o
k
e

 

'の
意

^

を
引
用
し
、间

.氏

！
 ̂

此

‘の
區

«|
の
重
製
な
る
を
認
め
其
の
近
業

(consicieriations 
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に
於
て
英
自
の
學
考
も
：

f

に
傚
つ
て
產

.業
利
？

資
本
利
潤
ビ
‘

區
別
せ
ば
大
に
益
す
る 

所
：あ
ら
む

>

云

つ

て

：居
：る

旨

，を
.附

言

し

：て
居
名
^
^
^
^
^
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然
ら
ば

p

資
本
所
得
ど
企
業

.所
得

ゴ

の

K

分
は
如
何
や
...
ぅ
に
之
を
行
ふ
こ
ビ
が
出
來
る
か
。
 

co
a

yは
典
の

1
例
を
示
し
て
次
の
如
ぐ
に
云
つ
て
居
る
。

『

此
の
種
の
評
價
に
到
達
す
る
一
般 

的
の
方
法
は

^

ら
ぐ
は
闹
榇
の
企
業
に
於
て
取
得
せ
ら
る

、

利
益
の

¥

均
額
、
是
等
利
益
の 

差
額
平
均

ぐ
し
を
比
較
ず
る
こ

V」

に
在
る
で
あ
ら
ぅ
。

例
へ
ば
，同
じ
境

ia
の
下
に
各
自
十
萬
フ
呢 

の
資
本
を
以
て
同
一
の
康
業
を
行

a

つ
、
あ
る
ニ
個
の
商
館
あ
り
、平
均
し
て
.毎
年
一
は
ニ
芻 

W

千
法
，他
は
六
千
法
、命
せ
で

11! M

法

■を

*

得
し
づ
、

f
e
.妒

ゴ

せ
ば
、此
の
種
の
產
業
の
蹴
得
す

f

も

0'
の
.
平
均
額
は
辑
業

的

才
能

.ざ
資
，本

v
j

の
利
满
：を

‘合
せ
て

1
萬
..五

千

法

に

上
る

.̂

想
像 

し
得 
'る
o

次
に
、若
し
.最

:

も
有
能

,

產
業
が
一
一

.萬
四
千
法

•最
も
劣
等

.な
る
產
業
，か
六
千
法
を 

與
ゾ
へ
、前
激
が
後
老
ょ
り
，も
一
萬
八
千
法
だ
け
多
ぐ

*

へ
る
ざ
也
ば
、平

.均
的

0

才
能
は
九
千
法 

を
與
へ
る
も
の

S

想
像
し

#

る
o

'そ
こ
で
產

'業
能

.力

V
J

資
本

‘、

」

の

^

均
'的
合
同
'所
產
た
る
一 

萬
芄
千
法
か
ら
、尋

t

普
通
の

is
®

，の
所
產
た
る
九
中
法
を
控
除
ず
る
さ
き
は
：、資
本
の
み
に
歸 

せ

;a
め
，ら
る
ベ
き
利
潤
六
千
法
が
殘
齒
す
る
？
如
ち
資
本

_

に
對
す
る

.六
分
に
梢
當
す
る
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ざ
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に
資
本
：所
得
の
獨
立
の
地
位

.を

8&
證
し
た

'る

t

は
、資

本

0
.生
產
上

.へ
の
利
用
：
 

.方

：
法

：が

直

接

な

：
る

ど

間

#

な
：る：さ
に
從
つ
て
資
本
所
#
を

一
一輝
：に
分
ち
、資
本

.所
有
者
：が
自
ら 

資
本
を
生
爺
上
に
利
用
す
る
場
：合
に
之
ょ

り
®

#
す
る
：所
得

.は

.之
を
賛
；本
利
澗
さ
呼
び
^

を 

自
ら
利
角
す

.る
人
：に

®

付
け
て

.，間
接

.に
坐
產
に
實

.献

：
し

：，
以

て

考

に

»

す
：る
所
得
を

.取
得
す
：る 

場
合
に
は
之
を
貸
付
利
子
ど
呼
ん
で
、雨
潘
を
別
々
に
論
，じ
て
居
る
。

以
下
，

H

i

に
於
け
る 

論

述

：の

順

序

に

從

、つ
^

先
づ
貸

#

利

子

,に
_

ず
名
所
說
を
窺
ひ
、次
、に
所
謂
資
本
利
潤
に
及
び
、

:
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抑
丨
貸
付
利
子

«

何
故
に
：支

.挪
：
«

る
、
や
。

S
a
y

は
此
の

,

に
就
：い

.て
は
，

c
o
u
r
s
.

に「

於
て 

比
較
的
細
詳
に
論

じ

て
：居

'
る
0
:即
ち
云
ふ
。

他
人
か
ら
物
を
預
；つ

.'
-
た，
®

合
に
は
®
節
者
か
ら 

受
記
渚
に
保
管
料

「

を
支

.挪
ふ

_

務
が
あ
る
が
、預

»

物物
#

が
预
雜
者

{;
役
立
ち
得

■

る
物
で

-
あ
' 
つ
 

て
而
も
彼
れ
が
其
の
：利

®

を
受
：托
者
に
委

_

す
る

«

合
に
は
；反
：對
に
受
托
者
か
ら
使
用
料
金 

支
拂
ふ
考
務
が
あ
る
。

例
へ
ば
、靴
下
製
造
人
が
充
分
の
資
本
を
有
せ
ず
し
て
靴
下
製
造
機
を 

備
入
る
く
場
合
に
は
、

^

の
機
械
の
使
用
料
を
：支
柳
ふ
義
»
が

 

>あ
る
。
資
本
の
借
入
は
當
に
機

. 

械

©
借
入
占
同
樣
で
あ
る
。

蓋
，し
、資
本
は
、之
を
翁
す
：人

&
.剝
奪
し
、之
を
借
る
.人
に
役
立
つ
か 

ら

で

あ

，る
。

疑

も

な〜

、借
：.

主
に
於
で
借
入
れ
た
倜
値
を
不

^

瘅
的
に

.消

#

し
，て
之
&
喪
失
す 

る
場
合
が
起

^

得
る
：',
0
、而

も

彼

れ

は

，支
挪
；不
能
.に
；陷
i

ざ
：
る
.限
-
.

CS、

他
'
の
：物

に

^

れ
' 
る
資
：本
を 

以
て
之
を

0

還
；し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
其
の
上
に
、之
に
對
す
る
.利
子
を
も
支
挪
は
ね
ば
な
ら 

ぬ
。
何
ど
な
れ
ば
、彼
れ
が
資
本
の
所
有
者
か
ら
剝
：奪
し
た
こ

i

に
は
變
り
は
な
い
の
だ
か
ら
。
 

即
ち
、借
主
は
、何
れ
，

Q

場
：合

r

で

I

元
'
.本

i

利
子

^
,を
‘衮
挪
ふ

.

.の
義
務
を
‘負
ふ
の
で
あ
る
。
»
本

0-
利
子
の
根
據
ゆ
苍

0:
如
ぐ
で
あ

S

V

V 
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ン

•

鉻
る
に
利
子
の
徵
收
は
、中
世
に
於
て
は
多
大
の
偏
見
を
以
て
見
ら
れ
で
居
つ
た
。
貨
虫
の

. 

越
求
す
を
利
子
は
典

0

利
用
の
權
轲
を
借
虫
に
！！波
せ
ら
る

、
資

本
p

i
生
產
要
具
の

使
用 

糊

P

あ
レ
、歡
秫
贷
付
は
地
主
が
一

’
定
期
間

&

己
の
土
地
の
生
產
隞
$

得
を
小
作
人
に
讓
渡 

ヤ
る

0,
5

全
ぐ
類
似

®

行
爲
で
あ
る
に
も
枸
ら
ず
，神

學

0
は
、貨
幣
の
利
予
啤
疋
當
な
る
契
約 

に
あ

e>
:
-
.ず、货
幣
は
何

^.
の
.

*實
：を
生
ま

?

主
張
し

"一,

部
人
士

^

者
，
^
支
持
し
た
程
で
あ
る
，
 

疑
も
な
ぐ

®

幣
ぬ
貨
幣
を
生
：あ
な
い
。：
然

.

資̂
本

»

貨
幣
で

«-
ネ
ぐ
し
て
價
値
で
あ
ん
0

而 

し

5

値
は
働
條
を
生
ひ
。

貨
虫
が
利
予
を
聲

.
#
:史

な

S
.
ぎ
、此
ぺ
の
利
子

.は

*

の
*
本
に
ょ
ウ 

て
生
せ
し
め
ら
れ
た
る
摘
値
の

.
一
部
に
外
な
ら
な
い

.、少
ぐ
も
、若
し
適
：當
に
利
用
せ
ら
れ
た
な 

ら
ば
其
の
鹜
本
が
生
卿
し
得
べ

か
&
し

價

値

の

一

部
に
外
な
ら
な
い
の

.で
あ
る
。

：

尤
も
、中
世 

に)

於
て
利
子
が
贫
者

^

利
益
を
害

ず

が

も

,Q
や
M 

&
れ
敎
會
法
の
鋳
ず
る

.所

4

m

0

た
ゆ
に 

は
.，理

由
が
あ
る
。

y

s

の
：產
寒
は

：

小
規
模

' で

*

っ
て(

借
'入
.

*本
本
を
必
要
？
せ
す
、貸
借
は

'有
利
：
 

な
事

.0

を
行
は
む
が
爲
め
に

.行
は
れ

f

し

で
綮
参
の
：欲
親
に
應

せ

む

が

爲
め
に
行
は
れ
た
の

(
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で

あ

つ

て

、̂

つ

て

利

子

、は

隣

.人

®

困
窮

’に
課
；す
も

.も

0
.た
を
办

«

狀
に

^.
つ
た
の
で
か
る
。
 

然

.

.る
に
產
業
の
發
達

」

し
た
今

」

日
に
於
て
は
、貸
借

.は
資
本

.の
使

;fl
,者

.が
社
會

.に
々
つ
て
も
自

3
 

に
‘
i
つ
で
，も
有
利
拉
使
用

.し
得
る
の
道
具
、、

」

な

0

た
の
で
あ

.つ
て

■挺
：つ
て
利
子
は
相
互
の
便 

®:
に

®

づ
く
茁
當
な
報
酬

^

る
の
で
あ

I

ぜ
9 

:

'
■
.

(2
)

O

O
C

K

- 

^

 

O

K
 

W.

利
子
支
拂
の
极
據
を
乐
し
セ
興
の

JH

當
な
る
報
酬
た
る
所
以
を
論
證
し
た
る
貧

は
、進
ん 

で
利
子
そ
の
も
の
、
內
容

0

檢
討
に
移
ぅ
、之
が
分
祈
を

試

み
て
居
る
。
而

.
し
て
、現
實
に
約
束 

せ
ら
れ
支
柳
は
る
、
利
子
は
資
本
の
使
用
料
た
る
部
分

g

返
濟
不
能
の
危

險
に
對

す
る

保
險 

.
料
士
の
ニ
耍
素
ょ

&

成
•
る
も
の

.
で
あ
る

i

す
る
。
蓋
し
、賣
買
又
は
交
換
は
其
の
完
了
せ
る
蹄 

間
に
於
て
海
事
終
了

 

i

な
る
に
反

-L

ハ
貨
借
は
元
本
及
び
利
子
の
返
濟
が

_

後
㈠

を
期
し
て
行
ほ 

れ
る
が
爲
め

に
.
'典
の
究
濟
の
時
ま
で

關

係
が
繼
續
す
る
，而
し
て
此

-0

義
務
が
*
し
て
完
全
に 

履
行
せ

ら
れ
る
ゃ

否
や

ゆ
保
瞪
さ
れ
な

い
。

そ
こ
で

此
の
危
險
が

評

價

せ
ら
れ
て
資
本

の
使 

用
料

に
附
加
せ
、ら
れ
る

か
ら
で
あ
る
。

ニ.、利

-^
4»
の

#

檢
料
た
る
部
分

o

往
時
ね
頗
る
高
率
の
利

^

が
行
は
：れ
て
居
つ
た
こ

は
事

*

で
あ
り
、而
し
て
此
の
：祺
實
は
繼
士

-利
子
制
限
：の

.法
制
：を
生
：：：む
に
：
至

つ

介

1

因
に
算
へ 

ら

.る
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、が

^

«
利
子
が
斯
く
高
率
で
あ
つ
た
の
は
利
子
中
の
倮
險
料
た
る 

部
分
が

*

大
の
割
合
を
占
め
て
居
り
、而
も
其
の
分

*

が
多
太
で
あ

' 
つ
た
か
ら
で
あ
る

i

す
る
。
 

蓋
し
、往
時
に

'於

て

は

二

方

で

，
は
へ
«

本
の
存
在
華
は
僅
少
で
あ
つ
：た

^

之
が
生
產
的
使

;«
に
至 

つ
て
は

®

に
僅
少
で
あ
っ
て
資
本
の
使
用
料
た
今
部
分
は
極
め
て
.少
額
で
あ
つ
た
か
ら
で

あ
， 

ぅ
、他
方
で
：
^
利
子
の
，制
吗
徵

㈣

貸
借
の
禁
止
，市
民

^

の
：
不
備
等
が
他
め
諸
原
因
よ
り
來
る
貸 

付
の
.危
險
を
一
層
多
大
な
ら
し
め
た
か

ら

で

あ
る
。

然
ら
ば
、利
子
中
の
保
；險
料
た
る
部
分
の 

大
小
は
如
何
な
る
事

®

に
よ
つ
て
定
ま
る
か
。

S
a
y

は
.之
を
黛
主
の
：；茨
全
：，の
程
度
の
大
小
に 

よ

つ

.T
定
ま
る
士
倣
し
、此
の
：安
全
の
程
度
を
決
す
：る
原
，因
占
し

.T
三
：個
の
事
情
を
擧
.示
し
て 

爾
る
：。
'
典
‘の

第

一.

は
、借
入
資
本
の
使
：用
，方
法
の
安
ー
全
の
程
度
如
何

i
 

Vふ
，こ

i

で
あ
る
。

'
往

. 

時

航

;#
術
發
遴
せ

す

諮
：國

間

0
, 了
'獬
圣
か

6
:ざ
り

-し
'當
.時
に
於
ハ
て

7

ク

1

ネ
人
が
海
上
利
子 

を
陸
.上
利
子
か
ら

®

別
し
て
、後
者
が
通
，例
：二
割
ニ
分
：な
り
し
に
，反
し
て
：

前
：；

者
が

'約
.六
割
に
も 

上
つ
，
た
こ

i

の
如

&
、又
、生
.靡

的

に

利

用

^

む
が
.爲

'
め

^

あ

ら
'す
却
て
不
生
.

「

產
的
に
消

*

せ
む 

が
.爲
め
に
借
入

を

好

ふへ
場
：合
に
は
描
主

.に
：元

-利
，«

還

0

«
を
.與
へ

.ざ
る
が
爲

め
：
に
：貨

丰

0
疑
.

第，VI

屮怨
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e
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三

：八 

惑
を
招

.い
て

利
子

高

ま

ゐ

こ

ふ

@
;如
.

、̂又
、貨

#

_
間
の
短
；_い

^

の
.

又
：：

は

隨

、時

返

濟

を

受

け

得
 

る
も
の
に
あ
つ
て
は

^

子
低
^
こ

-'
<
{
:の
如

-#
は
即
も
其
の
例
で
あ
る
。

.購
主
の

•安
全
の
程

S
 

を
決
含
る
謂
ニ
の
事
情

.は
借
主
の
支

»

能

カ

波

び

：個

人

的

性

.格
知
阿
士
：い
上
こ
々
で
あ
る
。
 

支

«

備
カ
士
個
久

'的
#

潞

.^
は
所
請
個
人
的
信
用
な
る
：名

^̂ 

る
の
で
あ
つ
て
成
の 

顧
用
を
有
す
る
も
の
士
、し
て

充
分

に
0

め
&

れ
る

.者

.

並
び
に
、過
去
に
於
て
債
撳
の
償
還
を

忠 

實
に
行
つ
た
經
驗
の
あ

.る
渚
は
傭
入
の
場
合
に
低
利
を
寧
有
す
る
。

第
兰

の
0

情
は
借
ま
の 

•«
屑
せ
る

■

の
政
治
の
鹿
哲

•

何

i
.ぃ
ふ
こ
士
で
あ
る
。
政
治
が
與
好
で
あ
れ
ば

t

權
者
の 

危
撒
を
猶
少
せ
し
め

.て
'
保
險
料
を
減
少
せ
し
め

^

が
、法

#

士
政
治
士
が
馈
務
め
®
行
を
保
證 

.し

難

い

場

合

；
に

は

利

：子

：
は

*

.J
t

す

るg
。.

.

⑶ 

H

I-

p
 

0̂ 
 ̂

 ̂

M
r
o
o
l 

f
 

O
F

.第
：，

二
、資
本
の
使
用
料
た
各
部
分
。
貨
主
が
資
本
の
元
本
及
び
刺
子
を
失
ふ
の
危
險
に
相
霄 

す
.る
も
の

i

.L

て
借
主
に
課
す
る
保
險
料
に

»

づ
ィ
部
分
、を
利
子
中
か
ら
控
除
し
た
殘
餘
は 

單
純
な

.

る
利
子
即
ち
資
本
の
效
用
及
び
使

.

用
に
對
し
：て
支
狒
は

る
、
眞
の
使
側
料
^

る
も
の 

で
^

石
が
、*

し
借
主
が
貨
主

'{
'

:

對
:L
T

完
淦
な
石
安
全
を
與
へ
、貸
主
が
元
本

0

償
還
に
賴
し

，て

も

利

チ

の

IE
確

な

る

支

#

に

關

し

て

-も
何
'等

；の
不
.安
.：を

威

じ

な

'

)

ふ
い
ふ

.場
合
に
は
、利
子 

率
の
高
低
は
如
何
な

る

事

it
に
ょ

.
つ
て

'#
ま
る

-
,か。

.S
a
y

は
此
の
點

(

に
就
い
て
は
使
用
料
を 

以
て
一
般
の
貨
物
の
價
値

.

>、/

.同

j

視
し
、其
の

«

格
は
他

0

I

切
の
德
値
を
支
配
す
る

i

同

1 

の
法
則
に
從
つ
て

■變
動
す
る
，

i
«

し
、貸

.す
べ
き
資
本
の
供
給
晕
士
舞
ら
む

i

す
，
る
資
沐
の

0 

要
.
f

の
相
關
關
係
で
班
ま
る

i

做
す
。

■
而
し
て
、尋
い
で
此
の
，資

.；本

*

要
最

i

資
本
供
：給
最 

i
.の
.分
，祈

g

w
究
を
行
つ
て
居

.る
。
其
の
云
：ふ
所
に

.ょ
れ
ば
、兹

‘に

資

本

需

：要

最

士

：は

有

效

：的 

需
要
：の
分
量
の
み
を
指
す
の
で
あ
つ

<

ル
そ

借
主
.の
側
に
於
て
一
切
の
舉
ま
し
き
保
證
を

®
 

主
に
提
供
す
る
場
合
で
な
け
れ
ば
需
要
：

i

し
て
箅
へ
る
こ

i

は
出
來
な
い
の
で
あ

る

が
、斯
か 

る

需

要

は

、不

生

產

的

支

出

，の
：爲
.
め
：の
資
金
を
得
む
；

i

す
' 
る

こ

4

を
自

一：的

i

す

る

に

過
尊

ざ
る 

借
虫
に
ょ
つ
て
は
左
程
に
擴
夫
せ
名
れ

.な

.い
。

併
し
、借
乂
れ
：る
資
本
を
働
か
せ
る
目

的
：：

を
以 

て
す
：る
借
入
は
、借
主
を
：し
て
其
の
勞
苦
及
び
才
鸽
に
爾
す
る
適
督

^

報
酬
の
外
に

M

に
.利
子 

支
拂
に
充
つ

.
ベ
き

'も
.の

を

得

し

む

る

が

如

き

有

利

'5
る
資
金
用
法
あ

.
^

V

生
產
方
法
あ
る
限
り 

は
無
限
に
璐
大
し

#

る
。

.
. «

喪
は
利
子
の
高
低
に

.影
饗
す
る
も

,の
：へ
で
あ
る
、利

子

の

低

.き

.

は
資 

本
供
給
量

0

多
大
な

る

こ

^U.

の
表
彰
ど
速
：斷
す
ベ

^

で
は
な
い
。

34
、資
：本
の
供
給
最
マ

」

は
德
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0 

間
'に
：
#

す
.る
'

貨
：幣
，
0

#

#
を
靠
味
す
；る

0
:
:
は̂
な
^

者

^

自
由

.に
' 處
：分
し

得
る

所
の
ま 

つ
i

0
投
■資
を
行
は
む

ゴ

心
つ
、
：あ

^
所
の

«

‘本”の

分

.«
を
意
味
す
”る
の
で
あ
つ
て
、資
本
家 

の余
：：

爾
'中
に
貨
幣

.の

形

輝

で

：存

存

す

る

資

本

は

，勿
：論
.
：
ブ
層
，有
利
：な
；る
'

投

資
0

#

す

る

場
合
に 

は

S

に
囘
；收
.せ

ら

れ

得

る

が

如

：ぐ
に

投

入

せ

：
ら

れ

た

：

る

資

本

，
も.難
®
中
に
妹

へ
ら
れ
る

0 

K

に
'
A
業
者
は

*

本
の
全
剤
を

」

時
に
必
要
芒
は
し
な
い
か
ら
、彼
等
に

■ S

つ
て
は
近

ぐ
©

*
 

處
分
：の
可
能
ビ
な
る
べ
き
も

Q
:

例
へ
ば
數
ヶ
月
の
豫
吿
を
以
て
囘
收
し

#

る
®

付
資
金
、

*

渡
■ 

可
■能
.な
る
政

'府
餘
券
に
投
入
し
た
る
資
金

.等
の

'如
：き
は
現
在
に
於
ニ

c
te
に
自
.由

處

分

の

可

能 

•«
.
:る
も
の
ビ

.見
做

.し

舞〕

る
。
：.其

0

形
態

§:
:如
何
：贫

 ̂

一
 

切

の

耀

.値 

の
，分

®

こ
そ

0
山
蟛
分

0

可
能
：
'な
.
る
資
：本

を

«
:成
.し
、他

0
:事
：情
'の
等
し
き
限
り
利
子
の
高

®
. 

に
.
'
.
影
導
す
る
の

fl
用
を
す
る
の
で
あ
つ
て
、庇

.に

#

»

'され
た
る
資
本
一
中

.

©定
的
に
投
入
^
れ 

ナ
る
立

”
ゐ
は
ネ
子
に
影
響
し

.な
い
。

利

子
..

が
遊
資
の
少
な
い
田
舍
に
ー
於
て
高
ぐ
、遊
資
の
多
い 

相
會
に
於
て
安
い
の

.核
一
半
は
右
の
夢
俏
に
；

.
ょ
，る

0

k

好
：.な
る
道
路
が
地
'方
へ
の
投
資
を
助 

成
し
て
利
、子
を
低
下
：せ
し
め

.

.る
の
も
此
の
故

'
で
あ
る
。

信
用
：は
資
，本
を
.增
加
せ
：し
む
,

从
屢 

よ
.切
人
の
信
じ
た
る
所
で

♦

る
一
が
，信

用

に

M

斯

.か

.る
、作

相

は「
な
い
。

資

本

は

®

に
，實

在

の

も

の
で
あ
つ
て
、一
の
物
質
中
に
固
定
せ
し
め
ら
れ
て

®

る
o

然
る
：に
有
形
的
生
產
物
は
、同
時
に 

1
|

ヶ
所
に
於
て
一

〗

人
に
役
立
つ
こ
ヾ

」

は
出
來
な
い
。

一
個
人
は
信
用
に
よ
つ
て
自
己
の
產

»
 

に
使
用

.す
ベ
き
資
本
額
を

»

得
し
增
加
す
る
こ
ど
を
得

.

.

.
る
も
、此
の
資
本
®

だ
け
は
他
の
個
人 

に
よ
る
使
用
を
不
可
能
な
：、

-
A

し
め
、
b
れ
る
の
で

.あ
る
、ミ

S
。

.

14
)

T
r
a
i
t
6
,

.ri
v
.

 

.
1
I
,
.
C

P*

00
,

こ
'

グ Y
。
p
a
r
t
i
e
,
.

 

c
h
.
.
i
6
.

四

,::
s
a
y

は
、企
業
潘
は
資
本
を

S

ら
所
街
ず
る
ど
他
人
よ
ぅ

.腊
入
れ
る

€

の
如

'何
を
卵
は
す
、其 

の
生

®

物
を
賣
，る

.瞬
間

.に
於
て
、自

.己
の
才
能
及
び

.勞
働
の
報

_

な
る
：利

;«
の
外

^
、51
に

1

個 

の
利
潤
を
資
本
か
ら
取
得
す
：る

^
做
す
。
是
れ
即
ち
彼
れ
の
所
謂
資
本
利
潤
な
る
も
の
で
.あ 

0

て
‘
そ
机
が
何
故
に
發
生
し
旦
つ
存
在
す
る
や
の

15
に

il
す
る
彼
れ
の
說
明
は
脒
に
本

s

m
 

ニ：節

'咿
に
述
べ
た
如
く
で
：あ
る
が

*彼
へ
れ
：は

猶

ほ

細

か

.
る
利

.

_の
聚
生
：す

石

1

證
を
ば
、資
本
家 

妒

*

の
貨
付
資
本
に
對
す

.る
刺
子
を
，企
業
者
か

.ら
漱
廣
す
る
の
事

_實
に
、求
め

.，ド

居

る

。

P

く
、
 

1

し
企
業
渚
に
し

.て
生
產
物

0
販
爾
«
格
中
に
少
な
ぐ
ぐ

」

も
資
本

0

彼
れ
に
费
や

3

し
む
る 

使
：用

0
.
0

あ
利
子
を
姐
出
：

^

こ
ぞ
な
し

€
.
せ，ば
、如
何

な

る
企

«

者
'

^

_も
旬
續
き
利
子
の
，'支

•
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_

を
承
諾
す
る
こ
ミ
を
得
ぎ
：る
べ
し
。

又
、企

_

者
に
し
そ
、自
已

0

«
本
を
所
有
す
る
場
^
に 

'M
て
港

-L
-i
f
t
.の

資

本

を

难

-?
>
刺
用
す
る
：も

S
.己
の
勞

®

に
.對
す
る

«

«
议

上

0
.も
の

.
を
.可
等 

败
得
す
る
こ
ミ
な
し
さ
せ
ば
、,
れ

核

寧
ろ
利
子
を

0

む
が
爲

め
に
自
，己

の
資
本
を

他
人
に
貨 

付
'ぐ

ベ
ぐ
*
而
し
て
質
銀
を
.得
む
が
爲

め

に

自

己
の
勞
獅
を

他
人
，に
®

付

く

る

に

至
る

ベ
き
こ 

£ 

は
明
物
な

 

&
J
S
5
u

f0
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⑴

H
r

a
i
t
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,  

l
i

v
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I
I

,  

c

h.
-»

,ギ 
2.

te
に
資
本
利
潤

.の
發
生
の

®

因
、存
在
の
：根
據
を
右
の
如
く
に
示
し
、而
し
て
其
の
分

®

又
次 

割
合
を
如
何
に
し
て
計
葬
す
：ベ
き
や
を
本
篇
第
一
一
節
後
珙
所
述
の

.
如
ぐ
に
說
明
し
た
る

s
p
y

 

は
、進
ん
で
、此
の
資
本
利
潤
の
分
量
の
大
小
を
決
定
す
る
原
因
如
何
の
問
題
に
突
入
す
る

。

«
 

れ
は
此
の
點
に
就
い
て
云
つ
て

0 
く
、『

資
本
の
使
用
ょ
り
取
得
し
得
る
：利
潤
に
は
場
所

，じ
事
情 

墓
如
何
に
ょ
ぅ
て
相
違
.？

、而
し
て
是
等
ネ
同
の
利
潤
を
決
定
す
る
一
般
的
法
則
の
樹
立 

に
は
多
大
の
因
難
ぁ
る
を
覺
ゅ
る
も
、丽
も

®

人
は
、
#

用
逾
に
對
し
て
提
供
せ
ら
る
、
資
本
分 

M

を
減
少
せ
し
め

.又
は
，獄

0

の
要
求
す
る
分
量
を
增
加
せ
し
む
る
が
如

%

一
切
の
事
情
は
、此 

•0
#

*

®
具
力
隹

€

^

^

w
 ,
t
h

て
喪
求
し
将
る
利
澗
を
增
加
せ
し
む
る

0
傾
间
を
：有
す

，、レ

推
足
す
る
こ

V

を
将

』

s 

u 

f

若
し
：經
 

そ
生
處
的
勸
勞
な
る
も
の
は
資
本 

V」

を
問
は
ず

®

の
分

®

稀
少
に
む 

る

^
.
0
.
^
.

る
こ

S
を以てす之
 

V

き
土
地
あ

\

產
業
に
：有
利
な
る 

{<
r

A
は
資
本
の
必
要
な
る
協

*

に 

i

結
論
す
る

)
」

士
を
得
む

』
g

しヾ
o 

嵇
多
き
英
國
に

於

て
は
資
本
利
潤 

，業

J

り
遠
ざ
く
ゐ
も
の
な
力
和
關 

名
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)
.
之
に

K

し
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遨
業
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ぐ 

外
國
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©
資
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砌
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を
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ふ
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む
か
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る
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ビ
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も
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與
ふ
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所
た
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對
す
る
需
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烈
ヰ
な
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r
益
々
高
く
賣
れ 

ょ
P

し
て
吾
人
似
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上
的
運
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存
す
る
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ち
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作
す 

事
情
あ

b

m
ネ
末
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資
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集
鑛
の
多
か
ら
ざ
る
國
に
於
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對
し
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一

.
層
高
價
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支

«

は
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な
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斯
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し
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ビ
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.

之
に
依
つ
て
見
れ
ば
、

S
a
y

は
'資

^
.
.利
摘
の
高

.は；資
本
の
需

.喪
と
供
給
と

^

相

_
_關
係
，に，よ 

つ
て
定
ま
る
士
す
る
も
の
な
る
は
明
白
で
あ
る
が
、即
も
彼
れ
は
'資
本
に
對
す
る
需
翦
士
典
の 

供
給
士
の
割
合
は
事
情
に
よ
つ
で
不
同
な
ぅ

i

す

る

。

彼

れ

は

云

：ペ
ー
&

<-
、_
象
を
銮
礎
士
し 

で
.經

濟

學

上

の
演
繹
を

g

み
名

j..

尊
の
學
者
は
、產
業
は
：資
本
の
限
度
に
制
限
；せ
ら
る
士
い
ふ 

原
則
を
餘

P
に
主
張
し
過
ぎ

る

.
.0
此
の
原
則

'は
眞
實
で

k

あ
る
が
、

1|
も
之
を
基
礎

i

し
て
嚴 

密
な
る
計
錄
を
行
ふ
に
は
餘

&

に
漠
然
た
る
も
の
な
る
こ

/

i
对
幾
多

0

例
に
よ
つ
て
瞭
明
さ 

れ
る
所

で

あ
る
。
世
に
は
極

.少
の
資
本
を
以
て
行

k

れ
無
限

^
:備
大
し
得
る
が
如
き
產
業
が 

あ

る
.
i

共
に
、他
方

に

は

0
0
に
よ

つ

て
使

用

せ
ら
れ
ざ
る
資
字
の
存
す

る
國

が

あ
る
、
f
 

o此 

の
，故

.に
、彼
れ

は
、
s

s

r

d

oが
、資
本
增
如
せ
ば
之

に
.
よ
ぅ

て

支
#

せ
ら

る

、
勞

働

者

の

增

加

を

來 

す

'へ
き
が
故
这
即
ち
資
本
お
對
す
砀
需

©
 
士
供
給

i

の
.割
：合

は

不

變

な

'る
ベ
き
が
故
に

)

、#
本 

M

の

大
小

如
何
は

毫

も
利
潤
に

影

響

せ
.す
。i

做
し
た
る
所
論
を
評
し
て
、斯
か

る

所
論
は
、入
は 

資
本
各

.
へ
あ
ら

.は
職

.業

.の：
'
.免
.■何
を
問

•は
.t

.

之
.
に
，從

，'事
.
.
.
せ
' 
む
.
i
す
る
の

'
意
.
.向
.あ
る

も

の
.な
.る
.
.こ
.. 

i

を
前
提
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、

何

等
，根
據
な
き
推
斷

ザ
，
あ
る

①
，

i
云
つ
て
居
る
の
で
あ
る
。

-
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師
に

資
本
，
'の
需
要

i

供
給

i
.の
割
合
が

變

動

し

得

’る

も

の
で
ぁ
る

i

す
る
以
上
は
、

需
要
の 

變
，ら
ざ
る
限
り
資
本

蓄
廣
が

增
.加
す
れ
ば
資
本
利
胸
は

»

次
低
：減
を
見
る
に
至
る
も
の

i

し 

な
け
れ
ば
な
ら
な
い

0

然
ら
ば
、

產
業
的

に
し

て
旦

つ
.節
約
的
な
る
國
に
於
て
は
，

*

本
は
^
に 

利
澗
を
皆
無
な
ら
し
ひ
る
に
莩
る
程
度
ま
で
增
加
を

®

續
す
べ
き
や
を
や
。

co
a

y
は
之
を
否 

定
す
る
。

.
日
ぐ
、『

產
業
の
使
用
ず
：る
資
本
の
與
ふ
る
利
潤
は
、人
を
し
て
所
得
を
節
約
せ
し
め
資 

本
#
成
を
行
は
し

む
。
：
併

し
、是
等
資
本
の

*

加
す
る
に

‘
づ
れ
で

_

0
所
有
者
'は

之

よ

.
&
利

子
 

を
受
取
る
こ
と
少
な
ぐ
な
夂
從
つ
て
、節
約
ほ
よ

p

T

之
を
增
如
せ
し
む
る
の

0

0

は
，益
々
薄 

弱

士
な

り
.遂

に

は
、利
子
は
資
本
所
有

#

於
其
の

.消
#
に
よ
り

て
受

け
得
る
最
小
の

享
樂
に

' も 

及
ぼ
'

ざ
る
に

至

る

.0
資
本
©
富
に
し
て
利
子

低
廉
'

な
る
國
に

於

で
、
®

#
が
、*

Q

使
用
す
る

資
，
 

本

に
し
て
恶
し
颇
ん
有
刺
に

投
資

せ
ら
れ
得

ベ
く

ん
ば
到
底
敢
て

^:
る
こ

i
な
か
る
ベ、き
か 

如
き

幾

多

0

幻

想
，
に
:: 

,
よ〕

>
-て
其
：の

嗜
好

を
.滿
.足
せ
し
め
つ

'
、
.
ぁ

：

〔

：
る
：ー
；
は

：
、
»

か
る

_

«情
'
に

：
：
.
4
る
o 

: 

:

斯

く
し
て
、

資
本
增
加
に
つ
れ

て
集
積
の
動
機
は
益
々

II
め
ら
る
ゝ

も

.

®も

此
の
動
機
が

0 

對
に

皆
無

ふ

な
.る
が

如
き
何
等
の
程
度
の

示
し

得

ベ
き
/も
の

ぁ
る

こ
と

な
き
な

4

 

v

」

o

第

二

十

卷(

七
三
五

〕

セ
ィ
の
资
本
所
得
論

 

笫
六
®
 

四
芄



⑶ (1)

-

.

Tnr:t6,Discoars ..prdlimiBirer 

.

Maurice Block, Les progr

sr.. des sci

.onces. Economiques, I3>

ft
'
d
.
, 

.tome J, 

p. 

6-

パ

r先
づ
利
子
政
策
に
顧
す
る
彼
れ
：の

.所

»

を
.晁
ょ
：
.ぅ
。

.：徵
利
貸
備
を
：不
正
の
行
爲
な
ゲ
と
.傲 

し

T

之
を

1

す
る
こ

i

は
資
本

©
性
锥
質
の
明
か

^

な
る
と
共
に
全
ぐ

at
の
影
を
沒
し
て

'X 

つ
た
が
、而
も
利
子
を
制
.牽
し
制
限
す
る

i

に
よ
つ
て
借
主
の
利
益
を
保
護
せ
む

i

す
る
の

I企

笫
ニ
十
#

聖
一
六
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案
本
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畝

六

雛

掛

^

し
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q.' 

.

:S
a
y
:

は
、經
：濟

學

は

說

明

_す

る

も

0

で
€

つ

^
'政
-
.墳
 ̂

で
は

’な
い
士
し
七
窜
ハ
る

(0
け 

れ
.
ぐ」

も
、而
も

.

2
1

ら
は
科
學

i

政
策

' 

i
を
區
別
し

.居
ら

^
、©:
6

#
擧

0

範

|1
1

內
に
踐
み
止
ま
つ 

T

M
る

i

傲

じ

つ

、

も
細
ら
权

_

に
政
策
歐

_

細
論
に
造
も
踐
み

.込

^

で
居
る
⑶。

0

の
0

は
、
 

資
本
所

0

に
關
す
石
所
說
！i
觚
ぃ
て
も
亂
：
#:
に：葑
ひ
得
ら
れ
る
ゆ

P

叙
っ

1
、一
方
に
，於
で

、
*
 

本
所
得
が
如
何
に

.
し
て
生
じ
、如
何
な

•る
，原
因
に
ょ
つ

T
.如
.何
な
る
程
度
に
霉
ま
る
や
、又
そ
れ
，
 

は
负
和
な

.^
傾
向
を
ノ
有
す

.
る
も
の
；な
な
や
等
を

' 
示
.す
冬
同
時
に
、他
方

(-
:

於

_
%、資

本

所

.得

に

關 

す

る
人

«

的

政

策

0

結
來
如
何
を
も
說

.示
し
て
居
々
の
：で
ぁ
る
：。

 

.

_W rn ^

て
は
：近
代
に
里
つ
：て
も
其
の
跡
を
：斷
つ
に

.
f

な

咬
' 

然
る

_
s
a
y
:

は
、斯
か
る
制
限

-は
難
.に 

無
效
た

る

の
み
な
ら
す
却
て
有
害
で
あ
る

i
.考
へ
て
居
る
。

即
ち
云
ふ
。
徵
利
貨
借
に
不
利 

な
る
法

#

を
設
ぐ
る
雍
に
ょ
つ
て
利
子
の
率
を
先
驗
的
に

«

め
#

'、ベ
し

ふ

信
じ
た
る
人
々
が 

あ
る
が
、事
物
の
性
質
は

' 强
ヵ
で
あ
る
。

一
方
で
は
借
ら
む

i
す
る
欲

^

ど、他
方
で
は
®
さ
む 

i

す
る
熱

^

i
が
、1

切
の
法
雛

^

潜
；
つ
た
、
'
貨

主

S

0
實
際
に
，

-®
付

，
け

，
た

.
金

高

ょ

り

も

多
 

額
を
約
柬
せ
し
め

.
る
こ
：占
に
よ
つ
で

/借
由
を
し
モ
支
，挪

«

し
む
る

_

牲
を
惮
る
こ
士
呔
、颇
る 

易
々
た
る
業
で
：あ
る
。
徵
利
：貸
，借
に
と
つ
.て
不
利
な
る
法

#

は
、
^
な

ぐ

し
て

も

濟

ま
‘し
得
る

' 

が
.如

き

借

主

を

'保
，継
す
る
の
み
。

邡
ふ
る
に
、そ
れ

«;
假

#

的

©
-
_
取

引
^.
.必)

^

な

6
.し

办

：
て

善
 

韋

の

契
_約

一

者

か6

法
の
：保

議

を

.奪
ひ
^

^
を
.し
そ
.
‘無

：
恥
$

敵
'な

©

爲

.：
に.對
し
‘て
無
'防

德

味 

、b;
し
め
る
の「

弊

が

办

I

。

元

來

、
資

本

家

に

：.：

*

し
~て
成

‘る
：
_

藥^;
以
て
し
て
の
み
亂
す
：こ

，
i 

^
 

强
制
す
る
の
は

.彼
れ
の
：商

.
d
l 

m
 
0

捧
を
公

0
し
、之
，

_を
：
.
；
で̂
®.
高

®.
格
，ゆ
制
_

に
服

.せ

.
し
む
る
：
 

所
以
で
办
ト
、流

_

界

に

：
在

.：
る

資

本

中

沪

ら
邱

の

確
.定
：利

子

it
:
,
.
滿

：ノ
足.

「
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■
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驅
#
す
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子
を

.高
か
ら
し

.

.め
1な
.^-
|
事

.

.に
：在
‘
.

_

0み
9「

.
利

子
^

'-
1T
定
ぜ

.む

.

w

し
•た
る
政
府
が
殆
ん
ざ
ン
常 

に
借
入
資
佥

に
法
定
利
子

.以
上

0

利
子
を
支
拂
っ
七
自
：

&

自
，己

^

，法
律
：

を
"破
る
の
例
を
示

し 

た

> J

ビ

は

痛

快

突

？

ど

？
去

.味

な

け

れ

ば
な
ら
ぬ
价
ポ
”

斯
、ぐ
.し

て

S
a
y

ば
、
利

子

を

法

：.定
す
る 

こ
ざ
、は、僅
か
に
、激
办
利
：

.字
ゆ
決

®

な
.ぐ
、し
て
之

.

4

支
挪
を
行

-
i
T
.

き

*

合
*例

へ
&
、成
る
金
額 

に
利
子
を
附
し
て
賠
償

‘す
V

き
こ
ビ

.を
法
雜
が
命
チ

.る
場

#

の
：如
き
に
於

^

,の
み

.是
認
せ

&
 

る

：ベ
き
も
.，の

V」

し

.で

居

：る
。：：：
而

.も

此

0:
利

子

は

、#

會」

に

於

：て

贫

拂

：ゅ

：る
：、

最

低

の

利

^

.の
?«
' 

度

に

定

む

ベ

き

S

0
な

り

.ど

し
.て

居

る
o

蓋
し
、最

低

办

利

子

は

，最「

も
，旗
：窗
Uな
へ
る
用
法
に
於
け 

る
利
子
た
る
の
で

 

'あ
' 
る
が

'裁
驹
所
が
利
子
を
附

)

し
で
の
返
濟
を
命
ず
る
に
當

つ

て
、利

®

に
充 

つ
べ
き
も
の
が
債
務
者
の
竽
中
に
在
る
こ
ざ
を

'豫
想
，じ

.得
る
の
は
、資
本
が
最
も
危
險
の
少
な 

き
最
低
利
子
に
甘
ん
：ず
る
も
の

v
j

す
る
場
合
一
に
外

:

な

ら
な
い
か
ら
で
あ
る

^

:
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如
之
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a
y

は
高
利
を

.帝
制
す
..る
爲
め
の
施
設
も
必

f

し
も
豫
期
の
效
果
あ
る
を
.期
し
難
き

も

.の
な
名

0
S

を
指
摘
し
ず
居
：る
。
：
即
ち
彼

.れ
は
、

『

借
生
は
：.時

ゴ

し
て
は
，提
供
せ
ら
る

\
或
ゐ 

g

の
使

a

を
自
的
ネ
し
て
：！層
高
率
の
利
子

•を

.支

，
挪

：は

む

こ

；
：
5

を
餓
す
る
：場
合
が
ぁ
る
ゾ
一 

時
、猶
太
人
は
必
要
に
應
じ
て
之
に
借
入
，の

_

込
：を
爲
し
得
る
雕
.一
の
資
本
家
た
る
事
が
ぁ
つ 

だ
の
邛
、伊
太
利
ボ
は
基
瞥
敎
徒
を
し
で
彼
等
へ

^

從
腸
ょ
り
免
が
れ
し
め
む
が
爲
め

(:
公
設 

猶
屋
を
設
立
し
、質
物
に
，對
も
て
低
廉
な
る
：

■

率
で
貨

ff
l

を
衍

Q

た
。
然
る
に
、不
思
議
に
も
猶 

太
人
は
、公
設
質
馬
が
六
分
の
利
爸
徵
す
も
に

M

W

ざ

^

に
反
む
で

^

割
の
利
子
を
支
柳
ふ
借
：
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:唯
、彼
れ
は
、变
拂
不
能
者
は
凿
し
て
强
制
を
設
く
る

 >」
V」

は
、從

"來
借
_
に

で

つ

て

不

利

論 

め
ら
れ
て
來
た
に
も
枸
ら
ず
、ぞ
れ
は
却
で
借

ff
i

に
有
利
で

i

石
.さ

^

て
、之
を
是
認
し
て
居

，
:̂ 

の
み
。
蓋
し
、貸
主
の
權
利

' の
•保
讓
ぁ
る
場
合
に
は
、貨

5

む
ミ
す
る
意
思
が
强
く
な
り
、利
子
を 

低
下
す
る
に
至
ら
：し
む
る
の
み
な
ら
す
、進
ん
で
資
本
の
集

»

を
促
し

T

M
に
利
子
の
低
下

を

.

.

.I 

.

.

.

.

.

.

來

3

し
め
る
か
ら

.

^
ぁ
る
ザ
但

L>
、
斯
か
る
强
制
は
之
を
不

*

行
債
：務
者
の
'禁
獅
に
求
む
る
を
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